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にぎりこぶし 村野四郎 
 
悲しい時や 苦しい時 

僕は いつも 

こぶしを 固く握りしめる 

すると、苦しみや 悲しみは 

みんな  僕から  逃げてゆく 

勉強で 泣きたくなったとき 

僕はぐっと 

こぶしを 固く握りしめる 

すると、本の字が はっきり⾒えてくる 

また、 北⾵が ビュービュー ふいて 

僕をいじめる時 

ぼくは胸をはり 

ぐっと、こぶしを握りしめる 

すると ⾵のやつ 

急に道ばたの⽊へ 逃げ帰り 

枝を ガサガサ くやしそうに 

ゆすっているんだ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

『けれども大地は・・・』新川
しんかわ

和江
か ず え

 
 
秋が  
たえまなく 木の葉を降らせて 
ものがたりしている  
 
 
遠い森で 谷間で  
公園で  
まどのすぐ外で  
 
 
そのものがたりに 
人びとは耳を傾けはするが  
とてもいちどきには 
聞きとることも 
読みとることもできない 
 
けれども大地は  
のこらず すっかり聞いてやって 
母親のように  
いちばん あとで やすむ


